
13:10～(開場
12:40)

会場 木材会館
(新木場駅より徒歩3分)

講演者

概要

1/23(金)

第32回 建設業経営者研修 参加無料

人手不足への対応策として注目を集めている外国人材受入について、優良企業による事例紹
介及び講師による制度解説、参加者相互の交流会を実施いたします。ぜひ、ご参加ください。

Program1:国土交通省による制度説明 13:20～13:40

Program2:外国人材受入れにおける優良事例紹介 13:40～15:50

会場
木材会館 7 階檜ホール（「新木場」駅より 徒歩3分）
〒136-0082 東京都江東区新木場1丁目18-8 TEL03-534-3111

お問合せ （一財）建設業振興基金 経営基盤整備支援センター経営改善支援課 TEL：03-5473-4572

申込期日 令和8年1月15日（木）※定員になり次第終了
※キャンセルされる場合、お早めのご連絡をお願いいたします／インターネットからのみお申込みいただけます

お申込み
以下のURLからお申込みください
https://sec.kensetsu-kikin.or.jp/management/keieishakenshu_32/index.html

対象 中小企業の経営者、経営後継者、経営幹部の方／定員：180名

Program3:社会保険労務士による解説 15:50～16:30

Program4:意見交換会 16:40～17:20

Program5:交流会(スナック・お飲み物をご用意します) 17:30～19:00

日時 1/23(金) 13:10～(開場12:40) 会場 木材会館 (新木場駅より徒歩3分)
お
申
込
み

☞講師情報
大学卒業後、一般企業で営業事務職、その後コンサルティング会社で営業職に従事。30歳を目前に将来の生き方を見つめ直す中
で「社会保険労務士」という資格と出会い、資格を取得。実務経験のないまま開業し、現在、開業23年を迎えている。建設業に
特化した社労士事務所として、労務管理の支援、就業規則や評価制度の構築など、企業づくりを総合的にサポートしている。ま
た、大手ゼネコンや建設業協会、専門工事業団体などでセミナー講師としても活動し、現場と経営をつなぐ専門家として信頼を
築いている。2025年からは国土交通省「今後の建設業政策のあり方に関する勉強会」委員を務めている。

社会保険労務士法人
アスミル

代表
櫻井好美氏

『建設業における外国人材受入れの最前線』
採用

技術者

技能者

外国人材受入情報
・受入国：ベトナム
・人数：技術者2名、技能者2名

☞企業情報
1990年設立の地盤改良・基礎工法の専門企業。独自開発の「TNF工法」をはじめ、多数の特許技術を保有し、施工実績は全国で
2,000棟以上。研究開発型企業として、建築の課題解決に向けた新技術の創出と品質向上に常に挑戦。2016年にはベトナム現地法
人を設立し、現地での教育・雇用体制を整備。現在、全従業員91名のうち過半数が外国人材であり、多様な文化や価値観を持つ
人材が協働することで、技術力と組織力が強化。国籍を問わず若手技術者が挑戦できる環境を提供し、グローバルな視点と革新
的な発想で事業展開中。

事例1：高度外国人材の活躍と事業戦略

株式会社タケウチ建設
(広島県三原市/TNF工法他

特許工法の施工・管理等)

常務取締役
山田三弥子氏

技術者 外国人材受入情報
・受入国：ベトナム他
・人数：技術者62名(内、ベトナム籍44名)

☞企業情報
1923年創業。兵庫県香美町で地域に根ざし、インフラ整備を担っている。道路改良、河川、防災などの土木工事を主軸としてい
る。自社でも職人を雇用しており、職人気質を生かした「見えないところにも手を抜かない施工」が特徴。社員が安心して働け
る環境づくりにも力を注いでいる。令和７年度には国土交通省近畿地方整備局より「優良工事等施工者 局長表彰」を受賞。さら
に、女性の活躍推進に優れた企業として厚生労働省の「えるぼし認定企業」や、若者の雇用状況などが優良であるとして「ユー
スエール認定企業」に認定されている。2022年より外国人技術者の受入を開始し、現在は日本人技術者の補佐業務を中心に外国
人材に仕事を任せている。

事例2：地方土建屋の人材確保としての外国人材活用

合資会社中村組
(兵庫県香美町/土木・建築工事業)

代表社員
中村琢弥氏

☞企業情報
1969年設立。鉄筋工事業として東京および首都圏エリアを中心に、数多くの建築物の骨組みを支える鉄筋加工・組立工事を手が
けている。品質・精度・信頼性を重視し、トップから現場まで一体となった技術力の向上に努めている。技能実習制度創設時か
ら外国人受入れを開始し、現在では鉄筋加工場社員の約1/2、現場組立社員（協力会社含む）の約半数が外国籍従業員となってい
る。業界団体が実施する特定技能外国人の技能検定（鉄筋施工）1級・2級・3級に向けた講習や資格取得では、会場や講師を提供
するなど、企業の枠を超えた人材育成にも注力している。

事例3：学びながら働く外国人材の育成とキャリアプラン

矢島鉄筋工業株式会社
(東京都/鉄筋工事業)

代表取締役
矢島孝夫氏

技能者 外国人材受入情報
・受入国：インドネシア、中国、フィリピン他

・人数：技能者75名(グループ合計)

※タケウチ建設様ご確認事項
・黄色マーカー部分、受け入れ情報との数値にずれがあるように
見えているため、「過半数」とした
〈元の記載〉全従業員91名のうち57名が外国人材

講演：建設分野における外国人材受入れについて
講師：国土交通省 不動産・建設経済局

国際市場課 担当者

講演：外国人雇用のポイント

修正いたしました、講演タイトルは下段に移動しました。
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